
平成２９年度我孫子市「人・農地プラン」検討会 会議録 

 

１．会議名称 我孫子市「人・農地プラン」検討会 

２．開催日時 平成２９年９月１４日（木）午後６時００分から午後７時００分まで 

３．開催場所 水の館３階研修室 

４．出席又は欠席した委員その他会議に出席した者の氏名 

出席委員 

(１１名) 

鈴木委員、成嶋委員、小倉委員、石橋委員、宮久保委員、大井委員、 

中野委員、日暮委員、中田委員、丸山委員（議長）、永井委員 

欠席委員 

(２名) 
清沢委員、河村委員 

オブザーバー 千葉県東葛飾農業事務所 吉田副主幹 

事務局 

(４名) 
農政課 大井課長補佐、岩井主査長、飯塚主査、美濃主任主事 

５．議題 

（１）中里新田・日秀新田地区「人・農地プラン」の策定について 

（２）担い手の位置付け 

（３）その他 

６．公開・非公開の別 公開 

７．傍聴人及び発言者の数 ０名 

８．会議の内容  

司会（大井課長補佐）より開会宣言 

司会は、会長が決まるまでの間、議事進行をする旨を説明し議事を進行した。 

本日の配布資料の確認を行った。 

農政課長より挨拶を行った。 

委員の紹介を行った。 

事務局の紹介を行った。 

議長は議題の（１）中里新田・日秀新田地区「人・農地プラン」の策定について審議した

い旨を述べた。 

事務局が（１）と併せて（２）担い手の位置付けについての以下の内容を説明した。 

新たに認定農業者１名を人・農地プランに掲載すること。 

市全体を一つの地域としている現行プランのうち、中里・日秀新田地区について詳細エリ

アとして設定し、４経営体をその地域での担い手として位置付け、農地中間管理事業を活

用していく旨を述べた。 

（１）及び（２）について議長が承認を議場に諮ったところ満場異議なく承認された。 

 

議長は議題（３）その他について事務局に説明を求め、事務局から人・農地プランのスケ

ジュールについて、以下のとおり説明し、以下の質疑応答があった。概要は次のとおりであ

る。 

平成２９年９月２５日までに個人タイプ協力金に該当する中里新田・日秀新田地区の集積



計画・配分計画を農業委員会に諮問する予定である。 

３月までの間に集落座談会を最大６カ所で開催する予定である。 

今年度の検討会については、経営改善計画の変更など記載内容の変更があった場合、必要

に応じて開催する予定である。 

なお、以下の質問があった。 

 委 員：「中間管理事業によって集積した地域に対して交付される地域集積協力金につい

て、翌年度以降に地域内の貸付面積が増えた場合、増えた面積にかかる部分につ

いて、地域集積協力金は新たに交付されるようになるのか。」 

事務局：「今年度集まった面積に対しては平成２９年度単価で地域集積協力金が交付され、

翌年度以降に集積された面積に対してはその集積された年に応じた単価で地域

集積協力金が交付されるようになる。江蔵地地区については平成２８年度に一度

地域集積協力金が交付されているが、今年度新たに３人の地権者が農地中間管理

機構への貸付申込をする予定なので、その３人については平成２９年度単価で地

域集積協力金が交付される予定である。」 

 

議長はその他の意見を求めたが意見がなかったため、以上で検討会を終了した。 

 


